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はじめに 
この資料は Agisoft Photoscan（Professional 版 Standard 版）を初めてオペレーションされる方向け

に、サンプルの写真を使って基本手順を記載しています。 

サンプルデータ（ZIP 圧縮）を解凍していただくと、いくつかの.psz ファイルと Phot フォルダーが

入っています。拡張子.psz は Photscan のプロジェクトファイルです。作業途中の節目でその都度保存

をかけています。使用した写真は Phot フォルダーに入っており、すべての psz ファイルで共用で使っ

ています。従って、写真にはリンク情報がつけられておりますので、別の PC などにコピーや移動する

場合は、Phot フォルダーとともに処理する必要があります。 

この資料作成に使った機材は、 

 PC：Windows 7(x64) Pro - Intel Core i5 - 8GB メモリー - GeForce GT 330M(1GB) 

 カメラ：Panasonic LUMIX DMC-ZX3(2010-2 発売) 

カメラはごく一般市販のデジタルカメラ（一眼レフではありません）で、計測対象物を回転テーブル

に乗せ、三脚で固定しカメラの連射モードを使って撮影しています。写真はデータ処理の時間短縮や

WEB 掲載のサイズのこともあり、250 万画素（2048×1360）の JEPG にしてあります。メーカー推奨

は 500 万画素以上の画像です。又、周辺に後工程でサイズ（大きさ）を決めるためのマーカーとなるも

のも置いてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC の性能や途中の処理パラメータの設定で作業時間は大きく変化します。ここの設定ではあまり大

きな負荷がかからないようにしていますが、使われる PC によって大きく影響を受けます。 
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プログラムの起動 
ダウンロードしたソフトウェアを PC にインストールします。Photoscan は Windows 版（32 ビット

用、64 ビット用）の他に Mac OS X 版や Linux 版もありますが、これらは弊社では動作確認はしており

ません。又、Photoscan には Standard 版と Professional 版が用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムを起動すると、図 1 の画面が出ますので、“I want to ・・・”を選択して OK をクリック

ます。体験版として起動します（体験版はデータの保存や出力はできません）。ライセンスを購入され

た場合は、上段にライセンスコードを入力することで正規版として動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 
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写真のロード 
プルダウンメニューの Workflow > Add Photos...を選択し、Phot フォルダーにある JPG ファイル（写

真）を Shift キーを使って全て選択します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 

写真の読込が終わりますと、Photoscan に表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
読み込まれた写真 

 

 

 

 

 

図 3 

59 枚の写真が取り込まれました。 

（参考 プロジェクトファイル A.psz を読み込むと図 3 と同じ画面になります） 
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Align 
次に、Workflow > Align Photos..を選択します。図 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 

図 5 のような設定画面がでますので、画面の設定通りに選択します。（他の選択肢ではうまくいかな

い場合があります） 

 

 

 

 

 

 

図 5 

図 6 は処理進行中の画面です。1-2 分程度で終了します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 
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処理が完了すると図 7 のようになります。 

 

 カメラの位置表示 ON/OFF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 

 

写真から計算された点群データと、カメラの撮影位置が表示されています。 

下の写真をクリック（注意：ダブルクリックではありません）すると、青表示からピンクに変わりま

すので、その写真の撮影位置を確認することができます。（参考 B.psz） 
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図 8 

アイコンの“Resize Region”あるいは“Rotate Region ”を選択すると bounding box が濃くなりま

す。これは、この後に作業する 3D モデル化（メッシュ化）の範囲を示しています。 

“Resize Region”は移動（Pan）、“Rotate Region ”は回転動作しますのでこの 2 つを使ってモデル

化に適切な方向や位置を決定します。ただし、bounding box は隅にある青い玉でサイズ変更できますが、

“Resize Region”の時のみ現れます。“Rotate Region ”は方向のみを選択する機能になります。 

 

 

  

株式会社 オーピーティー 〒104-0061 中央区銀座 2-12-3 ライトビル 5F  ℡ 03-3547-5034 



            （ 株 ） オ ー ピ ー テ ィ ー  

7   
 

3Dモデル作成 
Workflow > Build Geometry...を選択します。図 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 

表示されたダイヤログのパラメータを図 10 のように設定してください。数分程度で処理が完了しま

す。Target quality を High や Ultra High にすると大幅に時間がかかります・・・場合によっては数時間

以上・・ので、この段階ではこれらは選択しないで下さい。 
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処理が終わると以下のようになります。図 11 （参考 C.psz） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 

中央に人形のデータがありますが、周辺にはゴミのように壁のデータがくっついてしまっています。 

これを避けるためには、事前に写真にマスクをかけ、余計なデータ作成をしないようにする必要があ

ります。尚、メーカーの Photoscan Standard 版のサイトに次のようなサンプルデータが掲載されてい

ます。（図 12） これは対象物が広い広場の真ん中にあり周辺が遠くにある（図 13）ため、モデル作成

時に bounding box を対象物だけに狭く絞ることで背後のデータとの分離が容易なことと、対象物の周

りをカメラを移動して撮影しているため背後の景色も変化があり遠近を捉えやすいことがあります。こ

れに対して今回のサンプルは対象物を回転させたため、Align をさせるには背後は変化のないものにし

ておく必要がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12                図 13 
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マスク処理 
写真を 1 枚“ダブルクリック”します。新しいタブ（図 14 の赤枠）が現れ、選択した写真が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 

 

マスクの処理は、図 14 の青枠のアイコン群を使って処理をしていきます。基本、1 枚 1 枚すべての

写真に対して処理を行う必要がありますので、この編集作業には大きなマンパワーが必要となるケース

も出てきます。同じものを撮影しても、撮影の準備、方法によっても差がでます。 
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図 15 

マスク処理のために 4 つのコマンドが用意されています。 

 Rectangle selection ・・・矩形でエリア選択 l 

 Intelligent scissors・・・多角形でエリア選択 

 Intelligent paint 

 Magic Wand 

図 16 は“Magic Wand”（赤枠）を使って選択した画面です。青いバックの壁の一部をクリックする

と設定されたしきい値（変更可能、図 16 及び 17 参照）の範囲で境界を探しにいきます。クリックする

場所を変えると境界もその都度変化します。選択したものがよければ青枠のコマンド・・・通常は一番

左の“add selection”を使いマスクを確定させます。（青枠の他のコマンドは、マスクの解除や反転です） 

 

 

 

 

 

図 16                 図 17 
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残りの箇所も同様にマスクしていきます。大きなエリアは Rectangle selection を使います。細かな箇

所は Intelligent scissors が適しています。（図 18）Intelligent scissors は Ctrl キーを押しながら作業する

と境界部分を自動判定しながら作業をすすめることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 

1 枚の作業が終了したら次の画像を選択し、すべてに同様の対策を実施します。（参考 D.psz）D.psz
では対象物と後でマーカーとして使用する部分のみ残してすべてマスク処理をしてあります。 

 

再度、 

  Workflow > Align Photos.. 

  Workflow > Build Geometry... 

を実行します。Standard 版を考えているなら図 19、20 程度まで変更してみて下さい。ただし、処理

時間は増えます。Professional 版まで考慮されるなら先ほどの設定のまま実行してください。図 21 のよ

うなモデルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19             図 20             図 21   
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マーカーの設定 
図 21 のモデルは、サイズについては基準がありません。このモデルを出力しても寸法については全

くでたらめな数値で表示されます。そのための処理を行います。（以降は Professional 版） 

写真を１つ選択（図 22）し、“Edit Markers”を選択（図 23 赤枠）します。マスクが解除された画面

になります。 
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図 22                  図 23 

画像を大きく拡大していき、マークとなる場所にマウスカーソルをもって行き“右クリック”すると

メニュー選択できますので“Create Marker”で設定します。（図 24、この画面は拡大していません） 

図 24 
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同様に他の場所も設定します。図 25 では 4 箇所マーカーを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25 

Tools > Ground Control を選択します。 

マーカーを置いた場所は、1 辺が 140mm の正方形のテーブルの 4 隅です。その内 2 つは 30mm の立

方体（サイコロ状）の上面です。 

Ground Control の画面に図 27 のような数値を入力しました。 
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図 26 

 

再度、 

  Workflow > Align Photos.. 

  bounding box の調整 

  Workflow > Build Geometry... 

  Workflow > BuildTexture…（右図） 

を順番に実行します。 

今度は図 19 及び図 20 のパラメータにしてみましょう。 
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図 27 のようなモデルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 

 

余分なデータは、編集ツール（赤枠）で選択し、青枠の X で確定して削除します。 

そのほかにメッシュのポリゴン数を減らすこともできます。図 28 

 

 

 

 

図 28 
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モデルの完成と出力 
図 29 で完成しました。（参照 E.psz） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29 

 

モデルは以下の形式で出力ができます。（体験版では出力できません。サンプルとして OBJ と PDF
ファイルが同梱されています）又、モデル以外のオルソ画像、DEM データ出力も用意されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 
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完成データの問題点・注意事項 
このトレーニング用のサンプルデータにはいくつかの改良すべき項目があります。その多くは”マスク

処理“の問題です。このデータのようにカメラを固定し対象物を回転させる場合、背後の壁など周辺環

境に左右されます。マスク処理は緻密に実施する必要があります。 

形が崩れている 

テーブルの色が

移りこんでいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31 

下左（図 32）の写真のケースでは、マスク処理をしなくても、6 ページの“bounding box”の調整

だけで下右（図 33）が出来上がりました。室内撮影は広い部屋の中央で撮影するほうが良い結果が得

られる可能性がありそうです。（申し訳ありませんが、現時点では未検証です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34             図 35 
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